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１．概要（Summary） 

低侵襲な治療方法として, 内視鏡レーザ治療が注目

されている.しかし現在の内視鏡では, 患部までの距

離を計測できず, レーザを患部に絞ることが困難であ

り, 周辺組織にもダメージを与える危険性がある.  

本研究では, 可変焦点液体レンズを用いた共焦点光

学系とミラーを組み合わせた多軸距離センサを実現

した. 可変焦点液体レンズは, 液体を高分子薄膜中に

封止し, その上下に形成した電極間に静電気力を発生

して, 焦点位置が変化する. このため,アクチュエー

タなしに広い範囲で距離計測が実現可能となる.  

 

２．実験（Experimental） 

 本研究では, ガラス基板上に透明電極層を形成し, 

その上にシリコーンオイルを滴下, パリレン薄膜を蒸

着した液体レンズを形成した. この構造に金を蒸着・

パターニングすることで液体を二層の電極で挟み込

んだ可変焦点液体レンズを実現した.  

 デバイスの実現に必要なマイクロサイズのデザイ

ンは, ナノテクノロジープラットホームの電子線描画

装置アドバンテスト F5112 によって始めて実現する

ことができた.  

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 試作した可変焦点液体レンズは 150V までの電圧を

印加することで焦点距離が 165mm から 130mm 程度

まで変化し, 同時に上下電極間の静電容量が 17pF か

ら 45pF 程度まで変化した. このとき静電容量と焦点

距離の間には線形な関係が存在しており, 液体レンズ

の静電容量を計測することでレンズの焦点距離を検

出できることを確認した.  

 このレンズを共焦点光学系に組み込み, レーザを走

査することで, この光学系から76mm離れた位置に配

置した凹凸構造の表面形状を, 水平方向の平均誤差

1.65mm, 鉛直方向の平均誤差 0.11mm で計測した.  

  

４．その他・特記事項（Others） 

本研究の一部は, 科学技術振興機構 (JST) の援助

を受けて行われた.  
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